
異
分
野
が
融
合
す
る
先
進
の
教
育
研
究
を

土
壌
に
切
り
開
く
新
時
代
。

「
理
系
」を
強
み
に

学
際
的
な
教
育
研
究
を
展
開

研
究
推
進
機
構
）
を
創
設
し
、
15
年
近
く

に
渡
り
分
野
横
断
的
で
先
駆
的
な
研
究
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
教
育
に
生

か
す
仕
組
み
を
構
築
。「
21
世
紀
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
中
核
と
し
て
、
挑
戦
的
な

異
分
野
融
合
型
研
究
お
よ
び
、
地
域
や
世

界
の
課
題
を
解
決
す
る
独
創
的
な
研
究
を

進
め
て
い
る
。そ
の
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

現
在
、
教
員
が
自
発
的
に
運
営
す
る
研
究

所
は
29
、
ま
た
戦
略
的
な
調
査
研
究
を
行

う
た
め
学
長
が
長
と
な
る
研
究
所
は
16
に

の
ぼ
る
。

　

そ
ん
な
中
19
年
４
月
、
公
立
大
学
法
人

大
阪
府
立
大
学
と
公
立
大
学
法
人
大
阪
市

立
大
学
が
統
合
し
、
新
法
人
「
公
立
大
学

法
人
大
阪
」
が
発
足
し
た
。
大
阪
府
立
大

学
が
世
界
に
誇
る
こ
う
し
た
強
み
を
次
代

に
引
き
継
ぐ
べ
く
、
今
、
さ
ら
な
る
進
化

を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

公
立
大
学
と
し
て
日
本
屈
指
の
規
模
を

有
す
る
大
阪
府
立
大
学
。
１
８
８
３
年
に

創
基
さ
れ
た
獣
医
学
講
習
所
を
前
身
機
関

と
し
、
有
能
な
農
工
業
の
技
術
者
養
成
を

目
的
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
か
ら
、
と
く

に「
理
系
」を
強
み
と
し
て
い
る
。

　
「
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
域
」「
工
学
域
」

「
生
命
環
境
科
学
域
」「
地
域
保
健
学
域
」

か
ら
成
る
４
学
域
・
13
学
類
制
度
を
独
自

に
構
築
し
、
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
域
で
の

文
理
融
合
教
育
な
ど
、
多
様
な
理
系
領
域

の
教
育
を
展
開
し
て
い
る
の
も
特
徴
の
１

つ
だ
。

　

と
り
わ
け
同
大
学
の
「
理
系
」
の
強
さ

を
際
立
た
せ
て
い
る
の
が
、「
研
究
」で
あ

る
。研
究
領
域
の
幅
広
さ
に
加
え
、最
大
の

特
長
は
、
学
問
分
野
の
枠
を
超
え
た
異
分

野
融
合
の
研
究
が
豊
富
な
こ
と
だ
。
２
０

０
５
年
に
産
学
官
連
携
機
構
（
17
年
よ
り

130年を超える歴史の中で、多様性を重
んじ、学際的で先進的な教育研究を積み
重ねてきた大阪府立大学。現在、独自の
異分野融合研究で世界に先駆ける成果
を生み出すとともに、その高い研究力を
教育に生かし、「理系」に強い多様性豊か
な大学として存在感を発揮している。
 制作・東洋経済企画広告制作チーム 

「
理
系
」を
強

学
際
的
な
教
育
研
究



AD

　
〝
Ｌ
Ａ
Ｃ

－

Ｓ
Ｙ
Ｓ
〞
す
な
わ
ち
「
光

誘
導
加
速
シ
ス
テ
ム
（Light-Induced 

A
cceleration System

）」は
、
レ
ー
ザ

ー
光
を
使
っ
て
生
化
学
反
応
を
促
進
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
バ
イ
オ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
と

呼
ば
れ
る
最
先
端
技
術
の
１
つ
。「
本
研

究
所
で
は
、
か
な
り
早
い
段
階
で
こ
の
研

究
に
取
り
組
み
、Ｄ
Ｎ
Ａ
や
タ
ン
パ
ク
質
、

微
生
物
、
細
胞
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ナ
ノ
・

マ
イ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
の
生
体
試
料
を
光
で

濃
縮
す
る
こ
と
で
、
従
来
よ
り
圧
倒
的
に

少
量
、
短
時
間
で
検
出
す
る
革
新
的
な
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
」
と
飯
田
琢

也
所
長
は
紹
介
す
る
。

　

中
で
も
世
界
に
先
駆
け
る
成
果
の
１
つ

が
、
光
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
鎖
形
成

を
加
速
さ
せ
る
新
し
い
原
理
を
解
明
し
た

こ
と
だ
。「
金
属
ナ
ノ
粒
子
の
表
面
に
修

飾
し
た
一
本
鎖
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
、
修
飾
し
て
い

な
い
状
態
の
一
本
鎖
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
液
中
に
分

散
し
て
、
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
す
る
と
、

光
が
及
ぼ
す
電
磁
気
的
な
力
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
が
高
密
度
に
集
合
し
ま
す
。
こ
の
高

密
度
化
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
同
士
の
衝
突
確

率
が
高
ま
り
、
二
重
鎖
を
形
成
す
る
プ
ロ

セ
ス
を
加
速
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
集
合
体
が
大
き
く
な
る
と
発
熱

し
て
対
流
が
生
ま
れ
て
よ
り
広
範
囲
に
集

積
力
が
及
び
、
二
重
鎖
形
成
は
さ
ら
に
加

速
し
ま
す
」
と
説
明
し
た
飯
田
所
長
。
実

際
に
数
百
個
と
い
う
微
量
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
局

所
的
に
光
濃
縮
し
て
、
わ
ず
か
数
分
で
二

重
鎖
形
成
を
き
っ
か
け
と
し
て
約
0
・
1

㍉
㍍
の
マ
ク
ロ
な
集
合
体
を
形
成
で
き
る

こ
と
を
実
証
し
た
。
従
来
法
で
は
同
様
の

集
合
体
を
形
成
す
る
の
に
、
数
億
本
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
使
っ
て
数
時
間
を
要
す
る
と
い
う

か
ら
飯
田
所
長
ら
の
成
果
が
い
か
に
驚
異

的
か
が
わ
か
る
。

「風船ガムセンサ」で1000兆分の１グラムのアレルギー物質などを数分で検出

　

大
学
は
、
目
先
の
成
果
に
留
意
し

な
が
ら
も
、
１
０
０
年
単
位
の
長
期

的
な
視
点
で
成
長
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
30
年
後
、
50
年
後
、
１
０
０
年

後
、
名
実
と
も
に
日
本
一
と
な
り
、

世
界
中
ど
こ
で
も
そ
の
存
在
を
認
め

ら
れ
る
大
学
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
「
高
度
研
究
型
大
学

－

世
界
に
翔

く
地
域
の
信
頼
拠
点

－

」
を
理
念
に

掲
げ
る
本
学
が
１
０
０
年
後
に
も
残

し
て
い
く
べ
き
強
み
の
１
つ
は
「
研

究
力
」
で
す
。
と
り
わ
け
異
分
野
融

合
を
推
進
し
、
ほ
か
に
は
な
い
先
進

的
で
創
造
的
な
研
究
を
実
現
し
て
い

る
の
が
本
学
の
特
長
で
す
。
創
薬
科

学
に
関
す
る
新
た
な
研
究
所
を
開
設

す
る
な
ど
、
今
後
も
世
界
が
直
面
す

る
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
よ
う
な

研
究
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
高
度
な
研
究
に
触
れ
る
こ
と

は
、
最
も
効
果
的
な
教
育
で
も
あ
り

ま
す
。
学
士
課
程
教
育
を
充
実
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
博
士
前
期
、
さ
ら

に
は
博
士
後
期
課
程
で
研
究
を
通
じ

て
専
門
性
を
磨
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
「
地
域

に
お
け
る
知
の
創
造
拠
点
」と
し
て
、

研
究
成
果
を
地
域
社
会
に
還
元
す
る

と
と
も
に
、
世
界
と
地
域
に
貢
献
す

る
人
材
を
育
成
・
輩
出
す
る
こ
と
も

公
立
大
学
と
し
て
の
役
割
で
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
は
将
来
の
目
標
を

見
つ
け
、
自
分
自
身
を
思
い
通
り
に

磨
い
て
い
け
る
大
学
だ
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
若
者
に
学
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

大阪府立大学 学長

辰巳砂 昌弘
Tatsumisago Masahiro

１００年先、世界で存在感を
発揮する大学を目指して学長インタビュー

　

大
阪
府
立
大
学
で
は
、「
研
究
力
」
の

高
さ
を
打
ち
出
す
べ
く
、
大
学
の
「
顔
」

と
な
り
う
る
４
つ
の
「
キ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
認
定
し
、
大
学
を
挙
げ
て
推
進
し

て
い
る
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
植
物
生

産
、
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
並
ん
で
創
設
さ
れ
た
の
が
「
Ｌ
Ａ
Ｃ

－Ｓ
Ｙ
Ｓ（
ラ
ク
シ
ス
）研
究
所
」で
あ
る
。

「光の圧力」で集めたナノ粒子集合体の「発熱」でバブルを発生し、その表面に集積したアレルギー
物質（タンパク質）をバブルの収縮過程を利用して検出（LAC-SYS研究所卒業生の植田眞由さんの成果）

光の圧力

タンパク質 金属ナノ粒子の集合体 マイクロ流路
タンパク質 金属ナノ粒子

の集合体
タンパク質と
ナノ粒子の
集合体

光の熱
による対流

バブル

対物レンズで
レーザーを集光

ポンプの機械的
圧力による流れ

バブル発生時 バブル消滅時

6秒 186秒

100μm 

異
分
野
融
合
で

世
界
に
先
駆
け
る
研
究
を
推
進



　

近
年
、
研
究
分
野
で
活
躍
す
る
女

性
は
増
え
て
い
る
が
、
こ
と
理
系
分

野
で
は
い
ま
だ
男
性
に
比
べ
て
女
性

研
究
者
は
少
な
い
の
が
現
状
だ
。
大

阪
府
立
大
学
で
は
、
２
０
１
０
年
に

「
女
性
研
究
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開

設
し
、
研
究
環
境
の
整
備
や
研
究
支

援
、
研
究
者
育
成
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
理
系
女
子
大

学
院
生
に
よ
る
チ
ー
ム
「
I
R
I
S

（
ア
イ
リ
ス
）」を
結
成
。女
性
研
究
者

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
理
系
を
目
指
す
女
子

高
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
地
域

の
小・中・高
校
生
に
科
学
の
面
白
さ

を
伝
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
は「
子
ど
も
に
も
理
解
で

き
る
言
葉
で
サ
イ
エ
ン
ス
を
説
明
す

る
こ
と
に
苦
心
し
て
い
る
」（
乙
山
）、

「
活
動
を
通
じ
て
他
の
領
域
の
女
性

大
学
院
生
と
交
流
し
、
刺
激
を
得
ら

れ
る
」（
木
田
）
と
苦
労
や
や
り
が
い

を
経
験
す
る
と
と
も
に
、「
活
動
を
通

じ
て
企
画
力
や
人
を
ま
と
め
る
力
が

身
に
付
い
た
」（
中
西
）
と
研
究
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
成
長
も
実
感
し
て

い
る
。

　
「
理
系
の
女
子
大
学
院
生
の
活
躍

を
『
見
え
る
化
』
す
る
こ
と
で
、
女

性
は
も
ち
ろ
ん
、
性
別
を
問
わ
ず
研

究
者
の
誰
も
が
個
性
を
発
揮
し
、
研

究
で
き
る
環
境
を
考
え
、
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
女
性
研
究
者
支
援
セ

ン
タ
ー
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
る
巽 

真
理
子
特
認
准
教
授
。何
よ

り
ア
イ
リ
ス
の
メ
ン
バ
ー
の
研
究
者

と
し
て
の
活
躍
が
、
理
系
の
女
性
研

究
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

女性研究者支援センター 
コーディネーター

ダイバーシティ研究環境研究所
特認准教授
巽 真理子

理系女子研究者の卵がサイエンスの魅力を伝える

　

光
誘
導
加
速
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
そ
れ

ま
で
の
１
０
０
万
分
の
１
の
遺
伝
子
量
で
、

し
か
も
高
速
に
検
査
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、そ
の
応
用
可
能
性
は
大
き
く
広
が
る
。

指
先
か
ら
の
微
量
の
採
血
で
痛
み
の
少
な

い
健
康
診
断
を
行
っ
た
り
、
遺
伝
子
疾
患

の
早
期
診
断
も
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。医
療
分
野
だ
け
で
な
く
、遺
伝
子
レ
ベ

ル
の
食
品
検
査
・
評
価
に
も
応
用
で
き
る
。

　

同
研
究
所
で
は
「
光
誘
導
加
速
シ
ス
テ

ム
」
を
使
っ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
応
用
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
千

兆
分
の
一
㌘
の
タ
ン
パ
ク
質
を
数
分
で
検

出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
ほ
か
、
微
生
物

を
「
生
き
た
ま
ま
」
大
規
模
に
光
濃
縮
す

る
こ
と
も
実
現
。
今
後
さ
ら
に
広
範
囲
な

応
用
分
野
で
、
世
界
に
類
を
見
な
い
新
機

軸
を
打
ち
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
。

LAC-SYS研究所 所長
理学系研究科 准教授

飯田 琢也

LAC-SYS研究所 副所長
工学研究科 准教授

床波 志保

　

同
研
究
所
の
こ
う
し
た
画
期

的
な
成
果
の
背
景
に
は
、
異
な

る
学
問
分
野
の
研
究
者
が
集
ま

り
、
異
分
野
融
合
で
研
究
す
る

環
境
が
あ
る
。先
述
の
研
究
は
、

生
体
光
物
理
を
専
門
と
す
る
飯

田
所
長
ら
が
金
属
ナ
ノ
粒
子
を

集
団
的
に
捕
捉
し
て
光
応
答
を

制
御
す
る
方
法
を
理
論
的
に
予

言
し
た
一
方
で
、
バ
イ
オ
分
析

化
学
を
専
門
と
す
る
副
所
長
の

床
波
志
保
准
教
授
ら
が
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
二
重
鎖
形
成
に
よ
る
電
気
特

性
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
実

験
が
着
想
に
つ
な
が
っ
た
と
い

う
。
と
は
い
え
「
物
理
の
研
究

者
と
化
学
の
研
究
者
で
は
、
言

語
（
専
門
用
語
）
か
ら
思
考
方

法
、
研
究
の
進
め
方
ま
で
ま
っ

た
く
異
な
り
ま
す
。
共
同
研
究

は
ま
る
で
国
際
結
婚
の
よ
う
で

し
た
」。
床
波
副
所
長
は
異
分

野
融
合
研
究
の
難
し
さ
を
そ
う

明
か
す
。

工学研究科
物質・化学系専攻
博士前期課程 １年
中西 美晴さん

工学研究科
物質・化学系専攻 
博士後期課程 2年
乙山 美紗恵さん

工学研究科
電気・情報系専攻
博士前期課程 １年
木田 景子さん



人間社会システム科学研究科 教授
現代システム科学域長

大塚 耕司
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大
阪
府
立
大
学
の
先
進
的
な
研
究
は
、

教
育
的
な
効
果
も
も
た
ら
し
て
い
る
。
例

え
ば
海
洋
環
境
学
、
海
洋
資
源
工
学
を
専

門
と
す
る
大
塚
耕
司
教
授
が
推
進
す
る

「
魚
庭
（
な
に
わ
）
の
海
の
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
は
多
く
の
学
生
が
参
加
し
、

世
界
に
先
駆
け
る
研
究
に
携
わ
る
こ
と
で

多
く
の
学
び
を
得
て
い
る
。

　
「
大
阪
湾
で
は
湾
奥
部
で
過
剰
に
栄
養

塩
が
滞
留
・
堆
積
し
、
赤
潮
な
ど
が
発
生

し
や
す
い
反
面
、
湾
口
部
で
は
栄
養
不
足

に
よ
っ
て
魚
や
海
藻
が
減
少
す
る
と
い
っ

た
栄
養
の
偏
在
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
解
消
し
、
大
阪
湾
全
体
に
豊
か
な

漁
場
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
の
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
出
発
点
で
し
た
」と
大
塚
教
授
。

と
く
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ユ
ニ
ー
ク

適正価格による
水産流通

伝統漁法の伝承
魚食の普及

魚食文化の継承

漁村の活性化

魚あらの供給

魚あらを用いた
漁場改善

地元水産物の供給

地産地消・旬産旬消
食の安全・安心

魚庭の海

消費地（都市）

漁業の経済的自立

生産地
（近郊）

漁業者

消費者

漁業者

漁業者

給給

消費者

消費者

モノの流れ ヒトの流れ カネの流れ

サイバーマルシェ
現代版魚行商

【流通】

環境教育・魚食に
関連した

体験型イベント

【消費】

多世代協働型
レシピ開発

【消費】

魚の鮮度保持実証実験
水産流通実態調査

【流通】

栄養骨材実海域実験
タコツボマンション

【生産・漁獲】

養骨養骨骨骨材実海材実海材実海材実海域域実域実骨骨骨骨骨材実海材実海材実海材実海実海域域域域域実実
マンテンマル®

カキの成長と
周辺環境の調査

【生産・漁獲】

な
点
は
、
海
洋
の
環
境
改
善
に
と
ど
ま
ら

ず
、生
産・漁
獲
か
ら
流
通
、
消
費
ま
で
総

合
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
に

あ
る
。

　

大
塚
教
授
ら
は
、
大
阪
府
南
部
の
阪
南

市
を
モ
デ
ル
地
域
に
設
定
し
、
ま
ず
「
生

産
・
漁
獲
」
を
増
や
す
た
め
に
、
魚
の
餌

と
な
る
栄
養
骨
材
を
開
発
し
た
り
、
タ
コ

ツ
ボ
を
活
用
し
て
タ
コ
の
生
息
場
所
と
な

る
「
タ
コ
ツ
ボ
マ
ン
シ
ョ
ン
」
を
製
作
し

て
実
験
海
域
に
設
置
す
る
な
ど
漁
場
の
改

善
を
行
い
、
魚
が
増
え
る
か
を
調
査
し
て

い
る
。
ま
た
「
消
費
者
」
に
海
や
漁
業
、

魚
介
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
試
み
と
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
タ
コ
ツ
ボ

マ
ン
シ
ョ
ン
の
製
作
や
伝
統
的
な
イ
イ
ダ

コ
漁
体
験
、
ワ
カ
メ
の
種
付
け
・
収
獲
な

し
、
経
済
効
果
や
環
境
保
全
効
果
な
ど
多

様
な
側
面
を
包
括
的
に
評
価
し
て
海
を
再

生
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
構
築
、
政
策
提
言
す

る
予
定
で
す
。
こ
の『
阪
南
モ
デ
ル
』が
成

功
す
れ
ば
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
世
界
の
海

の
環
境
改
善
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
世
界

の
食
糧
危
機
へ
の
解
決
策
の
１
つ
に
も
な

り
え
ま
す
」
と
大
塚
教
授
。
地
域
の
漁
業

振
興
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
世
界
に
貢
献
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

え
、
実
践
で
き
る
力
が
育
ま
れ
ま
す
」
と

大
塚
教
授
は
教
育
効
果
を
語
る
。

　

世
界
に
は
１
つ
の
専
門
分
野
の
知
識
や

技
術
で
は
解
決
で
き
な
い
、
複
雑
で
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
世
界
に

先
駆
け
る
研
究
と
そ
れ
を
生
か
し
た
教
育

に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

力
を
備
え
た
人
材
を
社
会
に
輩
出
す
る
こ

と
で
、
大
阪
府
立
大
学
は
唯
一
無
二
の
存

在
感
を
示
し
続
け
て
い
く
。

　

大
塚
教
授
の
教
育

研
究
活
動
は
、
国
内

に
と
ど
ま
ら
な
い
。

09
年
か
ら
足
か
け
７

年
に
わ
た
っ
て
ベ
ト

ナ
ム
の
ハ
ロ
ン
湾
で

行
っ
た
、
現
地
住
民

参
加
型
の
環
境
改
善

支
援
事
業
は
、
学
内

の
学
部
・
大
学
院
一

貫
の
「
環
境
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

組
み
込
ま
れ
、
多
く

の
学
生
が
現
地
に
赴

い
て
国
際
環
境
活
動

に
つ
い
て
学
び
、
研

究
を
深
め
た
。「
こ
う

し
た
研
究
・
活
動
に

携
わ
る
こ
と
で
、
多

様
な
学
問
分
野
の
素

養
が
養
わ
れ
る
こ
と

に
加
え
、
多
角
的
な

視
点
で
解
決
策
を
考

環
境
再
生
活
動
を
通
じ
て
実
践
す
る

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
教
育

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ほ

か
、
地
元
産
の
魚
介
類
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
も
開
発
し
て
い
る
。

さ
ら
に「
流
通
」に
関
し
て
は
、

魚
の
鮮
度
保
持
に
つ
い
て
実
験

を
行
い
、
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
漁

業
者
が
海
産
物
を
消
費
者
に
直

販
す
る「
サ
イ
バ
ー
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
発
。
現
在
、
試
験
運
用
を

進
め
て
い
る
。

　
「
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

魚庭の海再生プロジェクトのコンセプト




